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実りある高齢社会を目指して

総合実施計画( 平成7～9年度) を策定
平 成7 年度 から9 年度 の区政推進の柱 となる 「足立区 総合実施計

画。 がまとま りました。こ の総合実施 計画は、21世紀 の足 立区の将
来 像『ときめき ゆと り 水辺のまち 足立』の実現を 図るための
「第三次基本計画」に基づく2 年 目の実施計画で す。計画は、社会・
経 済情勢の変化などに弾力 的に対応でき るよう、3 年間 の中 期計画
と し、事業の推進に合 わせ毎年改定し ていきます。計 画の3 つの大
きな 柱である 「まちづく り」「地 域保健福祉」「コミ ュニ テ ィの形成
と生 涯学習の推進 。の 各施策に従 って、主な計画事業をお 知らせし
ま す。

総
合
的
な

ま
ち
づ
く
り
施
策
の
展
開

□
防
災
セ
ン
タ
ー
の
整
備

区
の
防
災
活
動
の
中
核
と
な
る
施
設

と
し
て
中
央
本
町
庁
舎
に
防
災
セ
ン
タ

ー
を
整
備
し
、
災
害
時
に
正
確
な
情
報

の
収
集
と
伝
達
を
行
う
た
め
の
新
し
い

防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

□
地
区
環
境
整
備
事
業
の
推
進

区
内
を
7
0地
区
に
分
け
、
地
域
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
の

特
性
を
生
か
し
た
総
合
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

□
密
集
住
宅
市
街
地
整
備
事
業
の
推
進

老
朽
化
し
た
住
宅
が
集
中
し
て
立
地

し
て
い
る
地
域
で
、
道
路
や
公
園
等
の

都
市
基
盤
整
備
を
伴
う
建
て
替
え
を
促

進
し
、
住
環
境
の
総
合
的
な
改
善
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

□
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
拠
点
や
学
習
・

交
流
の
た
め
の
施
設
と
し
て
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー

の
建
設
を
進
め
る

と
と
も

に
、
資
源
循
環
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
る
た

め
の
リ
サ
イ
ク
ル
関
連
施
設
を
整
備
し

て
い
き
ま

す
。

□
商
工
セ
ン
タ
ー

の
整
備

区
内
産
業
の
振
興
・
活
性
化
の
拠
点

と
し
て
、
産
業
情
報
の
受
発
信
や
人
材

育
成
、
業
種
間
の
交
流
・
融
合
の
た
め

の
機
能
を
持
つ
商
エ
セ
ン
タ
ー
の
建
設

を
進
め
ま
す

。

□
鉄
道
・
新
交
通
シ
ス
テ
ム
の
建
設
促

進
日
暮
里
・
舎
人
線
の
平
成
1
1
年
開
業
、

常
磐
新
線
の
平
成
1
2
年
開
通
を

目
指

し
、
建
設
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、

駅
前
広
場
等
の
整
備
や
沿
線
の
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。

□
道
路
網
・
交
通
網
の
整
備

ま
ち
づ
く
り
の
基
盤
で
あ
る
道
路
網

の
早
期
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
区
民

の
足
と
し
て
の
自
動
車
利
用
の
利
便
性

を
高
め
る
た
め
、
駐
車
場
対
策
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
活
性
化
と
道

路
交
通
渋
滞
の
改
善
を
図
る
た
め
、
足

立
・
葛
飾
・
江
戸
川
の
三
区
が
協
力
し

て
、
環
状
方
向
に
結
ぶ
新
た
な
鉄
道
の

整
備
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

□
総
合
情
報
処
理
の
シ
ス
テ
ム
化

統
合
新
庁
舎
の
完
成
を
契
機
と
し
て

高
度
情
報
化
に
対
応
す
る
各
種
情
報
シ

ス
テ
ム
の
開
発
・
整
備
を
推
進
し
、
区

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
保
健
福
祉
施
策
の
展
開

□
健
康
づ
く
り
活
動
の
推
進

地
域
、家
庭
、企
業
で
働
く
人
々
の
、

自
ら
取
り
組
む
健
康
づ
く
り
活
動
を
支

援
す
る
た
め
、
住
区
セ
ン
タ
ー
で
行
っ

て
い
る
健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
健
康

づ
く
り
学
習
活
動
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

□
健
康
診
査
の
推
進

健
康
診
査
の
無
料
化
や
診
査
内
容
の

充
実
な
ど
、
区
民
が
受
診
し
や
す
い
体

制
を
整
備
し
、
成
人
病
の
予
防
や
青
年

期
・
壮
年
期
の
健
康
づ
く
ひ
奮
撰
進
し

ま
す
。

□
老
人
保
健
施
設
の
整
備

医
療
機
関
か
ら
家
庭
へ
の
中
間
的
施

設
と
し
て

、
リ
(
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や

看
護
・
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の

自
立
と
家
庭
復
帰
を
支
援
す
る
老
人
保

健
施
設
を
整
備
し
ま
す
。
施
設
の
整
備

に
あ
た
っ
て
は
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
や
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併

設
し
て
い
き
ま
す
。ま
た
、区
民
の
「
ね

た
き
り
ゼ
ロ
」
を
目
指
し
、
リ
(
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
す
す

め
ま
す
。

□
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・
高
齢
者
在

宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
建
設

在
宅
で
の
介
護
が
困
難
な
ね
た
き
り

高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
せ

る
よ
う
に
、
高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
を
併
設
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
を
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
と

生
涯
学
習
推
進
施
策
の
展
開

□
学
校
校
舎
の
整
備

生
涯
学
習
の
基
礎
で
あ
る
学
校
教
育

充
実
の
た
め
、
学
校
規
模
の
適
正
化
等

に
配
慮
し
な
が
ら
、
老
朽
化
し
た
学
校

校
舎
を
計
画
的
に
改
築
し
、
良
好
な
教

育
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

□
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
建
設

生
涯
学
習
活
動
の
中
心
的
な
施
設
と

な
る
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
進

め
る
と
と
も
に
、
多
様
な
学
習
意
欲
に

応
え
る
新
中
央
図
書
館
、
気
軽
に
学
べ

る
放
送
大
学
学
習
セ
ン
タ
ー
、
多
目
的

ホ
ー
ル
等
を
併
設
し
て
い
き
ま
す
。

□
住
区
セ
ン
タ
ー
の
建
設

地
域
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
核

と
な
る
住
区
セ
ン
タ
ー
の
建
設
を
進
め

ま
す
。
ま
た
、
住
区
セ
ン
タ
ー
従
事
者

の
研
修
や
研
究
等
の
支
援
を
行
う
た

め
、住
区
施
設
中
央
館
を
建
設
し
ま
す
。

□
花
畑
セ
ン
タ
ー
の
改
築

地
域
で
の
身
近
な
生
涯
学
習
の
拠
点

と
し
て

、社
会
教
育
館
、
地
域
体
育
館
、

地
域
図
書
館
を
複
合
し
た
ブ
ロ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
に
改
築
し
ま
す
。
ま
た
、
住
区

セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
ま
す
。

□
美
術
館
の
建
設

優
れ
た
水
準
の
文
化
・
芸
術
を
区
民

が
身
近
に
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
る
美

術
館
を
建
設
し
て
い
き
ま
す
。

住み慣 れたまちで暮ら せるようさまざ まな 施策に取り組 みます

総
合
実
施
計
画
書
は
、情
報

公
開
課
(千
住本
庁
舎・
中
央

本
町
庁
舎
)
、各
図
書
館
で
ご

覧
に
な
れ
ま
す
。

問
先
=
千
住
本
庁
舎・
企
画
課

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1㈹

神
戸
市
な
ど

阪
神
大
震
災

の
義
援
金
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

被
災
地
援
護
の
た
め
千
住
本
庁
舎

と
中
央
本
町
庁
舎
に
募
金
箱
を
設
置

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
区
民
事
務

所
お
よ
び
千
住
本
庁
舎
4
階
・
総
務

係
に
直
接
お
持
ち
い
た
だ
い
て
も
結

構
で
す
。

期
限
=
2
月
2
8
日
問
先
=
千
住
本

庁
舎
・
総
務
係

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1㈹

平成7 年度

区政モニター

募 集

「
区
政
モ
ニ
タ
ー
制
度
」
は
区
側

か
ら
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
質
問
に

回
答
を
い
た
だ
き
、
区
政
に
反
映
さ

せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

足
立
区
を
よ
ひ
住
み
よ
い
ま
ち
に
し

て
い
く
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
区
政

に
ご
意
見
を
お
持
ち
の
方
。
区
政
に

興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

仕
事
内
容
=
連
絡
会
議
等
へ
の
出
席

(
平
日
、年
4
回
程
度
)
/
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
答
(
年
3
回
程
度
)
/
施
設
見

学
会
へ
の
参
加
(
年
1
回
程
度
)
/
区

政
全
般
に
つ
い
て
の
情
報
・
意
見
・

要
望
等
の
提
出
(
随
時
)
/
そ
の
他
広

聴
業
務
へ
の
協
力
任
期
=
4
月
～

平
成
8
年
3
月

応
募
資
格
=
次

の
す
べ
て
の
条
件
を
禪
た
す
方
・・・平

成
7
年
4
月
1
日
現
在
満
2
0歳
以

上
/
足
立
区
に
引
き
続
き
1
ヵ
月
以

上
居
住
し
て
い
る
(
日
本
語
が
で
き

る
外
国
人
を
含
む
)
/
都
内
の
地
方

公
共
団
体
の
職
員
で
な
い

募
集
人

数
=
5
0人

謝
礼
=
会
議
出
席
・・・
1

回
3
千
円
/
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
…
1

回
千
円

応
募
方
法
=
2
月
1
7日
ま

で
に
電
話
で
応
募
用
紙
を
請
求
し
て

く
だ
さ
い

応
募
・
問
先
=
千
住
本

庁
舎
・
広
聴
相
談
係

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹
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いつ来るかわからない

大地震に備えて
1
月
1
7日

、午
前
5
時
4
6分
、兵
庫
県
南
部
地
震
が
発
生
し

、多

数
の
死
傷
者
と
被
害
が
出
ま
し
た
。被
災
者
の
方
々
に
は

、心
か
ら

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。折
し
も
昨
年
の
同
日
に
は
、ア
メ
リ
カ

合
衆
国
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
で
ノ
ー
ス
リ
ッ
ジ
地
震
が
発
生
。
こ
れ
ら

は
い
ず
れ
も
、
都
市
部
で
起
き
た
直
下
型
地
震
で
す
。

関
東
地
方
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
な
直
下
型
地
震
の
発
生
が

懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
震
の
発
生
を
止
め
る
こ
と
は
誰
に
も
で

き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
被
害
を
最
少
限
に
食
い
止
め
る
こ
と
は
で
き

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、「
災
害
が
起
き
た
時
ど
う
す
る
か
」を
考

え

、
常
に
準
備
し
て
お
く
こ
と
が
、
そ
の
要
と
い
え
ま
す
。

区
で
も
、
こ
れ
を
機
に
防
災
計
画
を
見
直
す
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。区
民
の
皆
さ
ん
も
、ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

、災
害
に
備
え
て
自
分

の
身
の
回
り
を
見
直
し
て
み
て
く
だ
さ
い

。

区
内
6
カ
所
に
災
害
備
蓄
倉
庫
を
設
置

区
で
は
、
災
害
に
備
え
、
区
内
6
カ

所
(
千
住
桜
木
、
保
木
間
、
興
本
、
大

谷
田

。
舎
人
、
鹿
浜
)
に
災
客
備
蓄
倉

庫
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
倉

廈
で
は
、
乾
パ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
オ
ー

タ
ー
な
ど
の
飲
料
、乳
児
用
粉
ミ
ル
ク
、

毛
布
、
簡
易
ト
イ
レ
、
紙
オ
ム
ツ
な
ど

の
牟
宿
必
隔
品
と
、
医
薬
品
な
ど
の
物

品
を
備
え
て
い
ま
す
。
ま
た
飲
料
水
に

つ
い
て
は
、
一
基
千
S
t
の
応
急
給
水

欖
を
区
内
4
ヵ
所
(
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
、
北
千
住
公
園
、
諏
訪
木
東
公

園
、
大
谷
田
南
公
園
)
に
建
設
済
み
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
、6
4万
区
民
の
飲
料

水
と
し
て
、1
日
3
リ
ッ
ト
ル
3
日
分

を
確
保
し
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
備
え
を

阪
神
大
震
災
の
例
で
も
そ
う
で
あ
っ

た
ぷ
つ
に
、
区
の
備
蓄
物
資
が
皆
さ
ん

の
手
に
届
く
ま
で
の
間
、
各
々
が
自
分

の
蓄
え
で
生
活
レ
な
け
れ
ぱ
な
ら
な
く

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

区
で
備
蓄
し
て
い
る
物
品
だ
け
で
は
、

災
害
時
に
十
分
足
り
る
と
は
い

え
ま
せ
ん
。
皆
さ
ん
の
ご
家
庭

で
も
、
い
ざ
と
い
う
と
き
の
た

め
に
、
ぜ
ひ
、
生
活
用
品
の
爾

蓄
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

備
蓄
す
る
も
の
は
、
ま
ず
非
常
用
食

料
、
飲
み
水
、
ラ
ジ
オ
、
ロ
ー
ソ
ク
、

レ
ジ
ャ
ー
シ
ー
ト
な
ど
の
、
避
難
生
活

で
す
ぐ
に
必
要
に
な
る
も
の
。
ガ
ー
ゼ

や
包
帯
、
常
用
薬
な
ど
の
医
薬
品
の
ほ

か
、
懐
中
電
灯
は
、
救
助
者
へ
の
合
図

と
し
て
も
使
え
る
の
で
必
要
で
す
。
ま

た
、
家
具
の
転
倒
防
止
金
具
の
取
り
付

け
や
、
お
風
呂
の
水
を
い
つ
も
は
っ
て

お
ぐ
こ
と
も
大
切
で
す
。

私
た
ち
の
ま
ち
は
、私
た
ち
で
守
ろ
う

阪
神
大
霞
災
と
同
規
模
の
地
震
が
発

生
し
た
場
合
、
火
災
が
同
時
に
多
発
す

る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
消
火

す
る
に
は
、
消
防
署
や
行
政
の
力
だ
け

で
は
限
界
が
あ
n
ま
す
。

区
で
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
に
区
民
消

火
隊
を
結
成
し
て
い
た
だ
き
、
初
期
消

火
が
で
き
る
ぷ
つ
に
、
消
防
ポ
ン
プ
を

配
備
し
て
い
ま
す
。
現
在
、1
3
4台の
ポ

ン
プ
が
万
一
に
備
え
て
待
機
し
て
い
ま

す
。ま

だ
区
民
消
火
隊
を
結
成
し
て
い
な

い
町
会
・
自
治
会
の
皆
さ
ん
は
、
ぜ
ひ
、

結
成
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
消
防
ポ
ン
プ
の
便
用
方
法
に

つ
い
て
は
、
区
と
消
防
署
、
消
防
団
が

指
導
を
行
つ
て
い
ま
す
。

あ
な
た
は
使
え
ま
す
か
?
消
火
器

区
で
は
、8
千
7
8
1本の
消
火
器
を
、

町
会
、
自
治
会
に
配
備
し
て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
住
む
地
域
で
は
、
ど
こ
に
配

備
し
て
あ
る
か
ご
存
じ
で
す
か
?
大
火

災
も
火
元
は
小
さ
い
も
の
。
万
一
出
火

し
て
も
。
小
さ
い
う
ち
な
ら
灣
し
止
め

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
防

災
訓
練
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
消
火

器
の
使
い
方
を
身
に
付
け
て
お
き
ま
し

よ
う
。

防災について

あなたのご意見を

お寄せください

区
で
は
、
阪
神
大
霞
災
の
経
験
を
踏

ま
え
、
こ
れ
ま
で
の
防
災
計
画
の
見
直

し
を
決
定
し
、
現
在
作
業
を
進
め
て
い

ま
す
。
防
災
計
画
は
、
す
べ
て
の
区
民

の
皆
さ
ん
に
関
わ
る
も
の
で
す
。
防
災

に
関
す
る
ち
ょ
っ
と
し
た
疑
問
や
、
意

見
な
ど
を
、
広
報
課
あ
て
お
寄
せ
ぐ
だ

さ
い
(
ご
意
見
は
、(
ガ
キ
書
次
は
封

書
で
送
っ
て
く
だ
さ
い
)
。区
で
は
、皆

さ
ん
の
知
恵
を
、
新
し
い
防
災
計
画
に

反
映
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
ご
意

見
・
ご
要
望
ほ
、
可
能
な
限
り
、4
月
1

日
発
行
の
「
あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ

レ
ス
・
防
災
特
集
号
」
の
参
考
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

現在の避難場所

1 月20日、神戸市 内に て広報課撮 影

銀色のロケットの

中身は?

「ロケット型消火器格納箱」

環
状
7
号
線
や
区
内
の
一
部
主
要

遭
路
沿
線
で
、
銀
色
の
ロ
ケ
ッ
ト
を

見
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
か
?

実
は
こ
の
ロ
ケ
ッ
ト
の
中
に
は
、

消
火
器
を
格
納
し
て
あ
る
の
で
す
。

こ
れ
は
、
道
路
の
周
り
の
火
災
を
消

し
て
、
避
難
す
る
皆
さ
ん
の
安
全
を

確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
避
難

道
路
を
中
心
に
約
6
0メ
ー
ト
ル
の
間

隔
で
設
置
し
て
あ
り
、
現
在
、
区
内

に
千
3
1
1本あ
り
ま
す
。
こ
の
消
火
器

は
、
沿
線
で
発
生
し
た
火
災
の
初
期

消
火
に
も
も
ち
ろ
ん
利
用
で
き
ま

す
。

防 災 に つ い て の

お問い合わせは
中 央 本 町 庁 舎

・
災 害 対 策 課

3880 ―5011

防 災 な ど
、
そ の 他 の 区 政 に

関 す る ご 要 望 は

千 住 本 庁 舎 ・ 広 報 課

〒120 千 住1- 4- 18

3882 ―1111 ㈹

区
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
防
災
に

関
す
る
情
報
を
、
積
極
的
に
区
民

の
皆
さ
ん
へ
お
知
ら
せ
し
て
い
き

ま
す
。

今
号
に
続
い
て
、
3
月
1
日
号

の
『
あ
だ
ち
広
報
エ
ク
ス
プ
レ
ス
』

で
は
、
区
民
レ
ポ
ー
タ
ー
が
災
客

対
策
課
長
に
足
立
区
の
防
災
計
画

に
つ
い
て
質
問
す
る
特
集
記
事

を
、
ま
た
、4
月
1
日
号
の
エ
ク

ス
プ
レ
ス
は
、
防
災
特
集
号
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

ど
う
ぞ
、
お
見
逃
し
な
く
。

住まいに不安のある方へ

建物の耐震診断を

してみませんか

区
で
は
、
お
住
ま
い
に
な
っ
て
い

る
遯
物
が
、
大
地
震
に
対
し
て
安
全

か
ど
う
か
の
相
談
窓
口
を
開
い
て
い

ま
す
。
窓
口
に
は
「
自
己
診
断
用
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
(
木
造
用
)
」
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
耐
震
診
断
の
専
門
家
の

紹
介
も
行
っ
て
い
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
千
住
本
庁
舎
・
建

築
審
査
課
構
造
係
へ
ど
う
ぞ
。

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

第
1
0
期
　
緑
の
協
力
員
募
集

緑
の
活
動
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か

区
で
は
、
地
域
で
の
緑
化
活
動
に

参
加
し
て
い
た
だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
―
「
緑
の
協
力
員
」
を
募
集

し
ま
す
。

応
募
資
格
=
緑
に
深
い

関
心
を
も
ち
、
区
の
緑
化
施
策
に
積

極
的
に
協
力
で
き
る
方
/
2
0歳
以
上

で
、
区
内
に
引
き
続
き
1
年
以
上
居

住
し
て
い
る
方
/
国
お
よ
び
地
方
公

共
団
体
の
職
員
で
な
い
方
/
公
職
選

挙
法
に
よ
る
公
職
お
よ
び
議
会
の
同

意
な
ど
を
必
要
と
す
る
職
に
な
い
方

※
緑
に
関
す
る
知
識
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん
。
緑
の
好
忝
な
方
、
ぜ
ひ
ご

応
募
ぐ
だ
さ
い
。

仕
事
の
内
容
=

区
の
緑
化
事
業
へ
の
積
極
的
な
参

加
/
区
内
の
身
近
な
緑
の
調
査
、
紹

介
/
緑
の
協
力
貝
便
ひ

「
ま
ち
に
緑

を
」の
発
行
(
年
I
回
)
/
連
絡
会
議

へ
の
出
席
(
主
に
平
日
の
昼
間
)

任

期
=
4
月
1
日
～
平
成
9
年
1
月
3
1

日

定
員
=
2
5人

応
募
方
法
=
(

ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

生
年
月
日
、
性
別
、
職
業
お
よ
び
取

り
組
ん
で
み
た
い
活
動
を
明
記

期

限
=
2
月
2
8日
消
印
有
効

申
・
問

先
=
千
住
本
庁
舎
・
緑
化
係

〒
a

千
住
1
-
4
-
1
8

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

ビデオ広報
『ルックi nあだち』№58

心がつなぐ地域の輪
―住区センターを「場」として―

映
像
で
、区
政
や
ま
ち
の
出
来
事

を
紹
介
し
て
い
る
「ル
ッ
ク
i
n
あ
だ

ち
」。
そ
の
最
新
号
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
は
、
住
区
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と

し
て
、
区
民
の
皆
さ
ん
自
ら
が
企

画
・
運
営
し
て
い
る
活
動
を
特
集
。

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

貸
出
場

所
=
情
報
公
開
課
(
千
住
本
庁
舎
・

中
央
本
町
庁
舎
)
、各
図
書
館

問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
広
報
課
映
像
担
当

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

□ 「地震　火を消せ! 」　区内三消防署では、2月1日から1カ月間「防災訓練強調月間」を実施しています。<千住・足立・西新井消防署>
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保

健

ガ
イ
ド

が
ん
検
診
と成

人
健
康
診
査

□
消
化
器
が
ん
検
診

胃
が
ん
検
診
と
大
腸
が
ん
検
診
を
受

け
付
け
ま
す
。

対
象
=
3
5歳
以
上
の

区
民

期
限
=
3
月
に
受
診
を
希
望
ず

る
方
は
2
月
2
0日

※
胃
の
手
術
を
し

た
方
、
胃
の
病
気
で
治
療
中
の
方
、
妊

娠
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
は
受
診
で

き
ま
せ
ん
。

□
女
性
の
が
ん
検
診

乳
が
ん
、子
宮
が
ん
の
早
期
発
見
に

役
立
つ
検
診
で
す
。対
象
=
3
0
歳
以

上
の
区
民

場
所
=
区
内
実
施
医
療
機

関

受
診
日
=
受
診
票
の
指
定
期
間
内

に
、
受
慇
医
療
機
関
と
相
談
の
上
受
け

て
く
だ
さ
い

□
成
人
健
康
診
査

心
臓
、
肝
臓
、
じ
ん
臓
の
病
気
や
糖

尿
病
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
等
に
つ
い

て
調
べ
る
基
本
的
な
も
の
で
す
。

対

象
=
4
0歳
以
上
6
4歳
(
昭
和
4
年
4
月
1

日
以
降
生
ま
れ
)
ま
で
の
区
民

場

所
=
区
内
実
施
医
療
機
関

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
込
=
(
ガ
キ
に
住
所
、氏
名
(
フ
リ

ガ
ナ
)
、生
年
月
日
、性
別
、電
話
番
号
、

検
診
名
を
明
記
。受
診
票
と
案
内
を
お

送
り
し
ま
す
※
消
化
器
が
ん
検
診
に
つ

い
て
は
、表
1
の
日
程
か
ら
検
診
日
、

場
所
(
第
1
希
望
ま
で
)
も
明
記
申
・

問
先
=
千
住
本
庁
舍
・
保
健
予
防
係

〒
圀
千
住
1
―
4
1
一
1
8

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

表1　 消化器 がん検診日程

講
演

会

「
痴
呆
と
接
し
方
」・
「
精
神
科
の
薬
の
飲
み
方
」

①
「
痴
呆
(
ち
ほ
う
)
と
接
し
方
」

講
師
=
小
山
恵
子
氏
(
都
・
老
人
医
療

セ
ン
タ
ー
医
師
)

対
象
=
痴
呆
性
老

人
を
蒙
族
に
持
つ
方
、
関
心
の
あ
る
方

②
「
精
神
科
の
薬
の
飲
み
方
」

薬
の
話
と
、
薬
と
の
付
き
合
い
方
に

つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

対
象
=
現

在
薬
を
飲
ん
で
い
る
方

購
師
=
斉
藤

広
生
氏
(
大
内
病
院
医
師
)

―
―
い
ず
れ
も
―
―

日
時
=
2
月
2
3日
(
木
)
、
午
後
1
時
3
0

分
r
3
時

場
所
=
江
北
保
健
相
談
所

①
は
会
講
室
、
②
は
デ
イ
ケ
ア
室

費

用
=
無
料

申
込
=
電
話

申
・
問
先
=

江
北
保
健
相
談
所

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

妊婦体操と

パパの

子育て入門編

日
時
=
2
月
2
4
日
(
金
)
、午
後
1
時
3
0

分
～
4
時
対
象
=
妊
娠
5
カ
月
以
降

の
方
と
そ
の
配
偶
者
定
員
=
3
0
人
　

(先
着
順
)

申
込
=

電
話

場
・

申
・
問
先
=
千
住
保
健
所

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

看
護
婦
(
非
常
勤
)

募
集

対
象
=
看
護
婦
免
許
を
お
持
ち
の
方

内
容
=
検
診
、
家
庭
訪
問
等
保
健
所
の

業
務

勤
務
場
所
=
区
内
の
保
健
所

勤
務
条
件
等
=
週
4
日
(
3
0時
間
)
/
月

額
1
9万
円
程
度
/
身
分
は
非
常
勤
職

員
/
採
用
は
4
月
1
日
/
有
給
・
社
保

有
り

募
集
人
員
=
2
人

選
考
=
面

接
(
日
程
は
後
日
通
知
)

申
込
=
自

簟
の
履
歴一
を
直
接
窓
口
ま
た
は
郵
送

期
限
=
2
月
2
8日
必
着

※
現
在
、
臨

時
職
員
と
し
て
保
健
婦
等
の
募
集
も
し

て
い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
千
住
本

庁
舎
・
健
康
管
理
課

〒
a
千
住
1
-
4
-
1
8
　
(
3
8
8
2
)
1
I
I
I

㈹

成
人
病
予
防
コ
ー
ス
・
グ
ル
メ
編

あ
な
た
は
、健
康
診
断
で
尿
に
糖
が

出
た
と
か
、血
糖
咳
が
高
い
と
か
い
わ

れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?
糖
尿
痾

の
予
防
に
一
緒
に
取
り
組
む
教
室
で

す
。日
時
1
3
月
1
・
8
日
(
2
日

制
)
、午
後
1
時
3
0
分
r
3
時
3
0
分
対

象
=
血
糟
値
は
高
め
だ
が
糖
尿
病
の
自

覚
症
状
は
な
い
方
内
容
=
表
2
定

員
=
5
0
人
(
先
着
順
)
費
用
=
無
料

場
・
申
・
問
先
=
足
立
保
健
所

(
3
8
5
5
)
4
1
5
1

表2

精
神
保
健
講
演
会

「
こ
こ
ろ
の
病
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん
か
」

ま
だ
ま
だ
偏
見
の
多
い
病
気
で
あ
る

精
神
分
裂
病
の
理
解
を
滯
め
る
た
め
の

講
演
会
で
す
。日
時
=
2
月
2
3
日
　

(
木
)
、午
後
1
時
～
4
時
場
所
=
中

央
本
町
保
健
相
談
所

講
師
=
吉
永
千

恵
子
氏
(
東
大
病
院
精
神
科
医
師
)

定

員
=
6
0人

費
用
=
無
料

場
・
申
・

問
先
=
中
央
本
町
保
健
相
談
所

(
3
8
8
0
)
5
3
5
1

足
立
ジ
ュ
ニ
ア
吹
奏
楽
団
団
員
募
集

小
学
4
年
生
か
ら
6
年
生
の
団
員

で
構
成
し
て
い
る
足
立
ジ
ュ
ニ
ア
吹

奏
楽
団
の
、平
成
7
年
度
の
新
入
団

員
を
募
恚
U
ま
す
。対
象
=
今
年

4
月
に
新
し
く
区
内
の
小
学
校
4
・

5
年
生
に
な
る
児
童
募
集
人
員
=

▽
新
4
年
生
…
3
0
人
程
度
▽
新
5

年
生
…
1
0
人
程
度
申
込
=
直
接
窓

口
ま
た
は
郵
送

※
申
込
書
は
、
各

小
学
校
の
音
楽
担
当
教
諭
ま
た
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
公
社

各
施
設
に
あ
り
ま
す

期
限
=
2
月
1
5

日
必
着

申
・
問
先
=
千
住
本
庁

舎
・
文
化
振
興
係

〒
冊一
千
住
1
1
4
1
1
8

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

健康 あ・ら・かると

―生活衛生編―

結露にご用心! !

昨
年
の
夏
、
ダ
ニ
に
悩
ま
さ
れ
た

方
が
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
?
保
健
所
に
も
ダ
ニ

に
関
す
る
相
談
が
例
年
以
上
に
多
く

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
気
温

が
低
い
今
の
季
節
は
、こ
う
い
っ
た

相
談
は
全
く
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
来

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
冬
場
に
油
断
は

禁
物
で
す
。
冬
の
「
結
露
」
が
ダ
ニ

発
生
の
犯
人
の
一
人
な
の
で
す
か

ら
。寒

い
冬
の
日
、
窓
ガ
ラ
ス
に
よ
く

水
滴
が
つ
い
て
い
ま
す
ね

。
こ
れ
が

「
結
露
」
で
す
。
結
露
は
、
壁
や
ド

ア
、
押
入
、
ダ
ン
ス
の
裏
な
ど
、
い

ろ
い
う
な
と
こ
ろ
に
発
生
し
ま
す
。

こ
れ
を
取
置
し
て
お
ぐ
と
、
ま
ず
カ

ビ
が
発
生
し
ま
す
。
こ
の
カ
ビ
が
ダ

ニ
の
格
好
の
エ
サ
に
な
り
、
ダ
ニ
の

繁
殖
条
件
の
そ
る
つ
夏
場
に
、
大
発

生
を
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
る
の
で

す
。で

は
、
結
露
を
予
防
す
る
に
は
ど

う
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
、
結
露
を
見
つ
け
た
ら
、
す

ぐ
に
雑
巾
で
ふ
き
取
り
、
水
分
を
残

さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

次
に
、
室
内
に
湿
気
を
た
め
な
い

こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
室
内
に
洗
た

く
物
を
干
さ
な
い
、
お
湯
を
沸
か
し

た
り
す
る
時
に
は
換
気
扇
を
回
す
。

浴
室
の
湿
気
を
室
内
に
持
ち
込
ま
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
な
ど
で
す
。
寒

い
か
ら
と
い
っ
て
換
気
を
忿
忝
と
、

湿
気
は
ど
ん
ど
ん
室
内
に
た
ま
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

ま
た
、
湿
っ
た
空
気
が
滞
る
こ
と

に
よ
っ
て
も
結
露
は
発
生
し
ま
す
。

押
入
の
中
や
冷
蔵
庫
・
ダ
ン
ス
の
裏

等
で
は
、
ス
ノ
コ
を
利
用
し
た
り
、

周
囲
の
壁
か
ら
約
5
㎝
離
し
て
設
置

す
る
な
ど
。
空
気
が
流
れ
や
す
い
よ

う
に
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

こ
う
し
た
努
力
で

、
夏
場
の
ダ
ニ

の
被
害
や
ア
レ
ル
ギ
ー
を
今
か
ら
少

し
で
も
防
げ
る
の
で
す
。

な
お
、
保
健
所
で
は
、
こ
う
い
っ

た
住
居
衛
生
に
つ
い
て
の
相
談
を
い

つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

<
足
立
・
千
住
保
健
所
環
境
衛
生
>

掲
示
板

□
第
5
回
東
京
都
平
和
の
日
記
念
行

事
参
加
者
募
集
▽
記
念
式
典
…
3

月
1
0
日
(
金
)
、午
後
L
時
/
日
比
谷

公
会
堂
/
式
典
、映
画
、コ
ン
サ
ー

ト
等
▽
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
…
3
月

1
0
日
(
金
)
、午
後
6
時
3
0
分
/
東
京

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル
/
(
イ
ド
ン
交

一
曲
第
4
4
番
ホ
短
調
「哀
悼
」他
/

東
京
都
交
響
楽
団
他
▽
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
～
東
京
ウ
ォ
ー
ク
…
3
月
5

日
(
日
)
、午
前
1
0
時
/
都
内
5
コ
ー

ス
※
そ
の
他
、都
内
2
2
ヵ
所
で
平

和
展
を
行
い
ま
す
申
込
=
往
復
(

ガ
キ
に
住
所
、氏
名
、電
話
番
号
、

希
望
イ
ベ
ン
ト
名
、希
望
人
数
を
明

記
期
限
=
2
月
2
0
日
(
消
印
有
効
)

申
・
問
先
=
紀
念
式
典
・
「記
念
コ
ン

サ
ー
ト
」
…
「東
京
都
平
和
の
日
記

念
行
事
」
事
務
局

〒
図
渋
谷
区
宇

田
川
町
7
-
1
3

第
2
共
同
ビ
ル
内

(
3
4
7
6
)
5
5
8
0

平
和
展
…
「
東
京
都
平
和
の
日
平
和

展
」
事
務
局

〒
1
0
7港区
赤
坂
5
1
3
-
6
T
B
S

放
送
セ
ン
タ
ー
1
4階

(
5
5
7
1
)
5
1
4
2

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
…
『
東
京
都
平
和

の
日
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
』
事
務
局

〒
1
6
1新宿
区
下
落
合
1
-
4
1
3
-

剏一
　
(
3
3
6
9
)
3
8
8
3

□
第
8
回
青
井
あ
か
し
あ
祭
2

月
2
6

日
(
日
)
、
午
前
1
0時
1
午
後
2
時
3
0

分
/
通
所
者
の
作
品
展
示
・
販

売
・
縁
日
・
バ
ザ
ー
・
襖
擬
店
・
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
そ
の
他
/
青
井
あ

か
し
あ
の
家

(
3
8
4
8
)
4
4
7
8

□
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
さ
の
看
護

婦
募
集
4
月
1
日
か
ら
動
務
/
准

看
護
婦
の
資
格
を
持
つ
2
0
～
4
0
歳
位

の
方
/
委
細
面
談
/
給
与
は
当
施
設

給
与
規
定
に
よ
る
/
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
さ
の

(
5
6
8
2
)
0
0
0
7

□
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
者
募
集
3
月

2
日
(
木
)
、午
前
9
時
2
0
分
～
午
後

4
時
3
0分
(
当
日
受
付
、
入
場
無

料
)
/
鳴
海
正
泰
氏
(
関
東
学
院
大
学

教
授
)
「
自
治
体
改
革
の
軌
跡
と
展

望
」
の
講
演
、
環
境
・
福
祉
な
ど
の

分
科
会
、
展
示
会
、
発
表
会
/
特
別

区
職
員
研
修
所
(
地
下
鉄
東
西
線
木

場
駅
下
車
徒
歩
1
5分
)
/
特
別
区
職

員
研
修
所
企
画
係

(
5
6
8
3
)
9
5
0
4

□
国
の
教
育
ロ
ー
ン
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
国
民
金
融
公
庫
で
は
、現
在

教
育
ロ
ー
ン
を
取
り
扱
っ
て
い
ま

す
。
高
校
・
専
門
学
校
・
短
大
・

大
学
等
に
入
学
・
在
学
さ
れ
る
方
の

保
霞
者
/
入
学
金
、
授
業
料
、
受
験

費
用
、
下
宿
代
、
交
通
費
等
/
学
生
一

人
に
つ
き
S
万
円
以
内
/
8
年
以
内

に
返
済
(
在
学
中
は
据
置
可
)
/
金
利

年
4
.
9
%
(
固
定
金
利
・
1
月
3
1
日
現

在
)
/
国
民
金
融
公
庫
千
住
支
店

(
3
8
8
1
)
6
1
7
5

□
荒
川
マ
イ
リ
バ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
作

品
募
集
荒
川
の
未
来
に
関
す
る
皆

様
か
ら
の
提
言
・
提
案
を
募
集
し
ま

す
。
▽
専
門
家
都
門
…
対
象
=
高

校
生
以
上
の
方
①
論
文
荒
川
の

水
と
緑
の
空
間
の
あ
ひ
方
、
川
と
住

民
の
望
ま
し
い
関
係
等
を
伽
字
詰
原

稿
用
紙
。
た
て
書
き
、
2
0
枚
以
内
②

プ
ラ
ン
基
本
設
計
程
度
の
平
面

図
、
断
面
図
、
パ
ー
ス
、写
真
、解

脱
文
等
に
よ
る
荒
川
下
流
部
の
全
体

ま
た
は
部
分
の
空
間
プ
ラ
ン
の
提
案
　

(
A
0
判
1
枚
以
内
)
▽
一
般
都

門
…
対
象
=
幼
児
か
ら
大
人
ま
で

①
絵
画
・
イ
ラ
ス
ト

荒
川
の
望
ま

し
い
姿
を
描
く
(
A
2
判
以
内
)

②

作
文

荒
川
が
ご
つ
あ
っ
て
ほ
し
い

か
を
伽
字
詰
原
稿
用
紙
、た
て
書
き
、5

枚
以
内

※
専
門
家
部
門
に
特
賞

(
1
点
)
賞
金
2
0万
円
。
専
門
家
部

門
・
一
般
部
門
とも
そ
の
他
に
賞
品

あ
り

期
限
=
3
月
2
5日
(
消
印
有

効
)

申
・
問
先
=
荒
川
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
9
4実
行
委
員
会
「
荒
川
マ
イ

リ
バ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」
事
務
局

〒
1
5
0

渋
谷
区
桜
丘
町
2
-
9
カ
ス
ヤ
ピ

ル
1
階(

3
4
6
4
)
2
8
5
4

□
都
・
大
谷
田
更
生
館
(
身
体
障
害

者
授
産
施
設
)
入
所
者
募
集

資
格
=

身
体
陣
害
者
手
帳
を
持
つ
女
性

募
集
人
員
=
l
人
程
度

入
所
期
間
=

原
則
と
し
て
2
年
(
延
長
可
)

作
業
内
容
=
ミ
シ
ン
縫
製
、
簡
易
作

業

申
込
=
各
福
祉
事
務
所

問
先
=

都
・
大
谷
田
更
生
館

(
3
6
0
5
)
3
7
8
0

□ 確定申告はお早めに　2月16日～3月15日　にせ税理士にご注意ください。税理士は税理士バッチを着用しています。<税務署　東京税理士会>
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特集 国民 年金法等が
改正されました

国
民
年
金
を
含
む
公
的
年
金
制
度
(
厚
生
年
金
保

険
、
共
済
組
合
)
は
、
国
民
の
老
後
の
補
償
と
制
度

の
長
期
的
な
安
定
を
図
る
た
め
、
5
年
に
一
度
、
将

来
展
望
を
含
め
た
年
齢
別
の
人
口
構
成
や
経
済
情
勢

な
ど
を
考
慮
し
た
見
直
し
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
6

年
度
は
、
こ
の
見
直
し
の
年
に
あ
た
り
、
国
民
年

金
法
等
に
つ
い
て
は
、
主
に
次
の
よ
う
な
改
正
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

平
成
7
年
4
月
分
か
ら

保
険
料
額
が
変
わ
り
ま
す

平
媽
6
?
再
分
か
ら
月
額
1
万
F

千
Ⅲ
円
と

な
っ
た

保
険
料
が
、
給
付
の

改
善
も
考
え

參
り
せ
て
、
平
嵎
r

年
t

月
分
か
ら
1

万
1

千

珊
円
と

な
り
ま

す
I

是

、
以

降
、
平

病
u
年

度
ま
で
、

毎
年
嗔
円
(
平

虞
6

年
度
価
格
)

ず
つ

引
糞
正
げ
、
物
価
卜
昇
分
を
加
え
た
額

と
な
n
豪
す
。な
お
、平
虞
1
2年
4
月

分
以
降
の
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
新
た

な
法
律
の
定
め
に
よ
り
決
め
ら
れ
ま

す
。

サラリーマンの奥さん

必
見

平
成
7
年
4
月
か
ら

第
3
号
被
保
険
者
の

届
け
出
に
つ
い
て

特
例
措
置
が

設
け
ら
れ
ま
す

第
1
号
被
保
険
者
と
は
、
厚
生
年
金

や
共
済
組
合
に
加
む
て
い
る
第
x
号

搆
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
て
い
る
2
0
斌
以

上
6
0
掌
禾
膺
の
配

偶
者
で

歹
。

こ
の
第
1
号
被
保
険
者
は
、
昭
和
6
0

年
の
国
民
年
金
法
改
正
に
よ
吟
奈
た
に

で
き
た
制
度
で
、
区
役
所
へ
ご
自
身
で

届
け
出
る
こ
と
に
よ
っ
て
篳
a
耳
疲
保

険
者
と
な
ひ
豕
y
。

保
晩
科
の
納
付
に
つ
い
て
啄
、
第
1

号
被
保
険
者
(
例
t
ぼ
、
ご
主
人
な
ど
)

が
加
入
し
て
い
る

厚
生
年
金
や
共

済
粗

合
が
負
秤
y

チ

。
従
っ
て

、
個
人
で

の
保
瞋
料
の
負
押
啄
あ
り

ま
裝
へ

こ
の
第
1
母
寰
保
険
者
に
は
、
法
律

が
旆
行
転
芯
た
昭
和
6
1
年
t
月
―
日

澗

在
で
、
第
1

号
被
保
険
者
に
骸
当
し

て
い
る

方
は
昭
和
6
1
年
4

月
1

日
か

ら
、
ま
た
そ
の
扱
に
該
当
し
た
方
は
該

当
し
た
時
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
第
1
号
被

保
険
者
と
晉
筆
y
。
し
か
し
、
第
1

号
被
俣
険
者
に
`
男
U
た
盜
勗
ら
、

届
け
出
が
x
年
以
卜
遷
れ
ま
す
と
、
届

け
出
さ
れ
た
と
霤
か
ら
2
年
以
上
前
の

期
間
に
つ
い
て
啄
、
第
1
号
被
保
険
者

と
し
て
の
保
険
料
納
付
済
み
期
間
と
し

て
算
入
さ
れ
ま
餮
`
。

今
回
の
改
正
で
は
、
膈
け
出
を
行
わ

な
か
っ
な
り
、
遍
れ
た
り
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
保
険
料
曇
納
め
た
期
間
と
し
て

み
な
さ
れ
な
か
っ
た
期
間
の
あ
る
刀
に

つ
い
て
、
平
成
r
年
か
月
か
ら
平
成
t

年
1

月
ま
で
の
間
(

特
例
届
出

期
間
)

に
、
届
け
出
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て

保

険
料
胥
靹
め
た
期
間
と
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

平
成
7
年
4
月
か
ら

高

齢
任

意
加

入

制
度

に

つ
い

て

特
例
措
置
が
設
け
ら
れ
ま
す

高
齢
低
扈
加
入
制
度
は
、
盍
冨
礎

年
金
奮
斉
蚯
る
資
格
期
間
が
足
り
な

い
方
や
、
受
け
取
る
年
金
額
を
壻
や
し

た
い
方
が
、
6
0
掌
か
ら
6
5
訛
に
な
る
ま

で
の
間
、
ヽ
旨
身
の
愚
思
で
加
入
で
き

る
制
度
で
y
。

今
回
の
朏

次
で
は
、
6
5
歳
に
な
っ
て

も
年
金
を
受
け
取
る
資
格
の
で

き
な
い

方
に
つ
い
て
、
特
例
的
に
7
0
鐙
に

な
る

ま
で
任
憲
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
昭
和
3
0
年
4

月
1
日
以

前
に

生
ま
れ
た
方
に
限
り
ま
す
。

平
成
7
年
4
月
か
ら

遺
族
基
礎
年
金
が
1
8歳
に
な
っ
た

日
以
後
の
最
初
の
3
月
3
1日
ま
で

受
け
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

灣
馨
諞
翠
金
は
、
国
民
年
金
加
入

中
の
方
が
匸
く
な
っ
た
と
き
、
そ
の
方

に
よ
っ
て
生
黔
奮
`
持
さ
れ
て
い
た
1
8

槊

眞
(

障
害
者
は
2
0
歳
禾
爾
)

の
子

の
い
る
費
や
。
孟

娠

さ
れ
た
塀

台
に

受
け
取
れ
る
年
端

手

。

こ
れ
ま
で
、
こ
の
対

象
攵

君

子
が
1
8

歳
に
な
る
こ
(
1
8
歳
の

藕
缶
日
の
前

日
)
、―

れ

な
く

な
っ
て
い
ま
し
た
。し
か
し
今
回
の
改

正
で
は
、
高
校
進
学
が
一
般
的
に
な
っ

て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、
1
8歳
に
な
ウ

た
日
以
硬
の
最
初
の
3
月
3
1日
ま
で
遺

族
基
碣
年
金
を
受
け
取
れ
る
劣
り
に
な

り
ま
す
。

な
お
、
障
害
基
礎
年
金
の
子
の
加
算

や
、厚
生
年
金
の
加
給
年
金
顕
に
つ
い

て
も
。
同
様
で
T
。
ま
た
、
!
i
礎

年
金
や
寡
婦
年
金
お
よ
び
厚
缶
年
金
の

加
給
缶
金
珊
若
を
尋
け
蔘
苫
の
で

竒
る
生
計
維
持
関
係
の
収
入
の
認
定
基

単
が
、
年
収
鵺
万
円
禾
瞬
か
ら
胞
か
円

禾
脚
に
引
き
占
χ
y
れ
`
C
t
。

平
成
6
年
1
1月
9
日
か
ら

死
亡
一
時
金
の
金
額
が

引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た

国
民
年
金
の
旃
1
号
被
保
険
者
と
し

て
、
保
険
料
を
1
年
以
卜
鞆
め
て
い
る

方
が
、
向
の
年
金
を
受
け
る
'
y
な
く

亡
ぐ
な
っ
た
と
き
に
、
そ
の
万
の
溝
族

に
死
亡
一
時
金
が
支
払
わ
れ
奪
y
。

今
回
の
改
正
で
は
、
そ
の
支
払
p
れ

ゑ
顯
が
、
平
虞
6
年
1
1
月
9
E
以
降

に
亡
く
な
っ
た
方
よ
り
震
L
の
と
お
り

引
零
卜
ぼ
袞
¥
C
た
。

表1　 死亡一時金改正額

● 付 加 保腴 料 を3 年 以 上旃 め た 壗 合の 鴣 算 さ れる 龠 糲 は、 恋 萋 あ
り ま せ 沁。

平
成
6
年
1
1月
9
日
か
ら

障
害
基
礎
年
金
の
請
求
で
き
る

要
件
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た

昭
和
3
6
年
4
月
」
a

以
降
、
昭
和
6
1

年
a
月
3
1
日
ま
で
の
間
に
初
餮
は
の

あ

る
傷
鰐
に
よ
っ
て
、
堋
時
の
陣
魯
年
金

の
支

給
要

件
で
睛
求
で
忝
な
か
っ
た

方

に
つ
い
て

、
現
在
の
陣
售
某
礎

年
金
の

支
給
要
件
(

初
診
日
ま
で
に
被
保
険
者

期
間
の
1
分
の
I
以
上
の
騨
椚
が
な
い

こ
と
)
岑
満
た
し
て
い
る
と
齊
ほ
、
障

害
基
珊
年
本
琴
摶
求
で
謇
9
ぶ
つ
に
な

り
声
レ
た
。
た
郤
り
、
こ
の
障
宵
基
礎

年
金
に
は
、
本
人
の
所
得
制
限
が
般
け

ら
れ
て
い
`
チ
。

平
成
7
年
4
月
か
ら

障
害
基
礎
年
金
と
遺
族
基
礎
年
金

の
請
求
で
き
る
要
件
の

特
例
措
置
が
延
長
さ
れ
ま
す

陣
害
蕃

礎
年
金
の
請
求
は
、
こ

れ
ま

で

特
例
と
し
て
、
初
診
E
(

そ
の

障
害

の
原
因
と

な
っ
た
両
気
や
ヶ

が
で

初
め

て

医
師
ま
た
は
歯
科
医
師
の
診
輦
夲
戞

け

た
日
)

の
前
々
月
ま
で
の
既
近
の
1

年
閥
に
保
険
料
の
灣
椚
が
な
い
と

き
に

請
求
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
啓

‘
{で

は
、
こ
の
特
例
描
臺

を
平
成
1
8
年
1

月
3
1日
ま
で
延
長
す
る

こ
と
に
な
り
豕
歹
。

池
原
基
礎
年
金
に
つ
い
て
も
、
上
配

期
間
に
死
亡
日
の
蔘
剪
琳
ほ
、
同
様

に
請
求
で
霤
髦
富
吃
な
り
李
y
。

平
成
7
年
8
月
か
ら

2
0歳
前
の
障
害
に
よ
り
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
方
の
所
得

制
限
額
が
、
2
段
階
制
に
な
り
ま
す

迴

霸

の
陣
害
に
よ
り
障
害
晟

單

兪

盃
'
吁

取
っ
て
い
る
方
に
は

、
本
人

の
所
得
制
限
額
が
あ
り
黍
g

今
回
の
改
正
で
は
、
年
収
剛
万
円
以

下
(

又

世
帯
)
の

と
き
は
、
年
金
額

の
半
分

を
支
給
す
る
こ
と

に
な
り

ま

す
。
な
お
、
年
収
が
晦
万
円
を
琴

急

嫡
台
は
、全
顕
支
給
停
止
と

な
り
零
罵

平 成6 年11 月9 日 から

障害基礎年金の
失権事由が
改善されました

障
害
基
礎
年
金
や
障
害
厚
生
年
金
を

受
け
取
っ
て
い
る
方
が
、
3

年
以

上
、

法
で

定
め
叭

れ
た
障
害
等
級
に
該
当
し

な
く
な
っ
た
怠

ほ

、
甼

讐
茣
a

取

る
権
利
そ
の
も
の
が

な
く
な
っ
て

い
ま

し

た
。

今
回
の

改
正
で
は
、
こ
の
よ
う
な
場

合
は
、
年
金
の
支

袙
を
停
止
す
る
こ
と

に
と
ど
め

、
そ
の
権
利
そ
の
も
の
は
存

続
す
る
こ
と
に
な
り
隶
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
卵
筬
に
な
る
ま
で
に

再
び
母
害
の
程
度
が
重
ぐ
な
っ
た
冫
吾

は
、
年
金
の
支
弟
を
再
度
請
求
で

責
る

よ

う
に
な
ひ

ま
し
た
。

あだち公園物語
( 6)大谷田公園

( 大谷田4- 4)
立番を過ぎたとはいえ、寒さが まだ殯

るこの手節。番の訪 れを待ち 還しく思う
気持ちも募ります。そこで 、一足早く 眷
の訪れを 感じて みたいなら 、ぜ ひ大谷田
公園へ。紅梅、白梅など約2{ } 0本の梅が色
鮮やかに咲いている光景は 、まさに 春の
香りのする一枚の絵図のよう …。きっと、
心も体も暖めてく れるはずです。
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厚
生
年
金

Q
&A

Q

老
齢
厚
生
年
金
の
支
給
開

始
年
齢
が
6
5歳
に
な
る
冫
聞

き
ま
し
た
が
、
い
つ
か
ら
'
な
る
の
で
す

か
?A

こ
れ
ま
で
は
、
公
的
年
金

に
2
5年
以
上
加
入
し
、
そ
の

う
ち
厚
生
年
金
に
1
年
以
よ
加
入
し
て

い
れ
ば
、
印
!
客
将
別
支
給
の
老
齢

厚
生
年
金
が
鷽
g
y
れ
ま
レ
た
。
そ
し

て
6
5
歳
に
な
り
ま
了
と
、
こ
れ
が
老
齢

-
年
金

切
Q
香
わ
り
瓢
整
そ
る
ま
で
唇
吁
取
る

こ
と
が
で
齊
覃
r
だ
。
平
虞
1
3
年
度
か

ら
、
図
1
9
夊
認
6
0
嵎
?
2
`
鎭
ま

で
は
、
6
0
代
前
半
の
老
齢
厚
生
年
金
(
部

分
年
金
―
報
酬
比
例
部
分
相
当
の
老
齢

厚
生
年
金
)
が
新
設
さ
れ
、
支
払
わ
れ

拿
y
。
そ
し
て
、
従
来
の
特
別
支
給
の

老
齢
厚
生
年
金

は
、
段

階
的
に
な
く
な

n
篆
畳
。

Q

私
は
、
現
在
6
2
歳
で
厚

生

年
金
の
あ
る
会
社
に
勤
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
6
5
震
ま
で

働
き
な

が
ら
、
年
金
を
受
け
取
り
た
い
A
J愚

。

て
い
ま
す
が
、
私
の

年
金
は

ぶ
"

な
り

ま
す
か
?

A
こ
れ
ま
で
は
、
6
0
歳
～
6
4

歳
の

在
職

者
の
賃
金
(

標
準

報
酬
月
額
)

が
2
4万
円
以
下
の
塀
台
、

賞
金
の
額
に
応
じ
て
8
0
～

穿

の
割
合

で
、
在
職
老
齢
年
金
が
鷽
g

元

、
黄

金
が
2
4
万
円
以

上
に

な
2

罟
と

、
年

金
額
は
全
額
支
給
が
止
ま
っ
て
い
ま
し

た
。今

回
の
改
正
に
よ

り
、
平
成
7

年
4

月
が
ら
、ぼ
在
聴
中
は
2

嘸
の
年
金

爰

衄
年
金
奪
岑
叨
い
た
屯
g

が
濟
祀
仰

沚
さ
わ
『

年
金
月
額
の
a

飄
に
湘
笆
一
す

る
樛
と
凋
逾
と
応
e
剽

樛
が
x

万
円
に

邇
す
る
ま
7
荘

槲
の

年
翁
と
貝
忝
こ
が

同
時
に
曵
り
取
れ
穿
y
S

賃
金
と
年

金
の
合
剽
祁
が
こ
り
蓮
哭
る
と
賽
g

輿
金
の
塲
加
し

た
分
の
1

分
の
1

に
相

狸
一
す
る

年
痼
か
友

衄
停
止
さ
ね

ま
す

哩
貝
金
が
詢
万

円
を
超
え
る
と
壥
は
、

賃
金
が
増
加
し

た
分
だ
り

年
金

が
支
舶

停
止
さ
れ
ま
す
。

改
正
後
は
、
賃
金
が
増
え
れ
ぱ
年
金

と
の
合
計
額
も
増
え
る

よ
う
に
な
Q
"

し
た
。

Q
私

は
、
厚

生
年
金
に
加
入

し

な
が
ら
夾
の
遇
族
厚
生
年

金
を
鷽
け
取
っ
て
い
ま
す
。
将
来
、
私

の
加
入
し
て
い
る
厚
生

年
命
は
ぐ
7

な

り
ま
す
か
7
・

A
こ

れ
ま
で

、
夫
が
f
卜万
、な

っ
た

婦
合
で

、
要
が
老
齢
厚

生
年
金
を
鷽
口
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
き
は
、
妻
自
身
の
老

齢
厚
生
年
金
か

夫
の
滬
辰
厚
生
年
金
の
ど
娶
2
W
y

』

つ
の
年
兪
蓍
器

蚯

っ
て
い
ま
し
た
。

」
が

し
今
回
の

改
正
に
よ
り
、
哨
刪

‥

萼
4
月

が
ら
、
i

正
叡
応
逼
拆
取
応
咽

か
に
。
新
次
に
妻
の
老
齢
厚
生
年
金
の

2
分
の
F
と
夫
の
濡
族
厚
生
年
金
Q
3

分
の
7
泰
西
R
忌
偸
顧
を
受
け
取
る

こ
ζ
`
盞
択
既
の
ひ
'
』
つ
に
加
わ
り
ま

し
た
。

※
図
2

の
改
正
前
の
辺

択
肢
(
A
)

・

(
B
)
お
よ
瑟

粐
た
な
選
択
肢
(
C
)

、

の
い
ず
れ
か
ひ
と
つ
を
選
択
し
ま
す
　

(
新
た
な
選
択
肢
(
c
)
参
邏
ぶ
場
合

は
、
妻
の
老
齢
厚
生
年
金
が
、
夫
の
老

齢
厚
生
年
金
よ
n
底
い
け
れ
ど
、
1
分

の
L
よ
り
高
い
と
陞
`
、
斯
た
な
選
択

肢
を
遭
ぷ
万
が
、
高
額
に
な
り
乖
罵

た
郤
し
、
進
族
厚
生
年
金
は
非
課
税
所

得
で
y
)
。

図1　年金のうけ方

図2

●・ か65畿に なっ た とき 、A8C い ず れの 櫑 合も老 齢 基母 年 金か 併 紡さ れま す。

厚生年金についての

お問い合わせは …

足立社会保険事務所へ
( 3604) 0111

平
成
7
年
4
月
か
ら

外
国
人
の
方
は
、
帰
国
後
に

請
求
す
れ
ば
、
脱
退
一
時
金
を

受
け
取
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す

国
民
年
金
は

、
老
齢
、
障
害
、
ま

た
は
死
亡

し
を

答

の
遍
原
の
筈
S

保
障
の

観
点
か
ら

、
日
本
田
内
に
住

所
を
有
す
る
万
に
つ
い
て
は
、
一
定

の
要
件
の

も
と
に
国
籍
蔘
叨

わ
ず
強

制
加
入
と

な
っ
て
い
家

罵

レ

か
レ

な
が
ら
、
短
期
在
留
外
国

人
{
芳

は
、
保

険
料
を
駟
め
た
期
間

が
あ
っ
て

も
、
帰
S

し
た
時
点
で
老

齢
築
礎
年
金

等
を
受
け
取
る
賈
格
が

な
い
場
合
が
あ
Q

豕
し
た
。

今
回
の
改
正
で

呵

国

民
年
金
の

第
1

号
寰
保
険
者
と
し
て

、
a
ヵ
月

以

上
国
民
年
金
の

保
険
料
を
椚
め
た

短
期
在
留
外
国
人
の
万

が
、
帰
国
し

て

か
ら
2

年
以
内

に
請
求
す
れ
ぱ
、

脱
退
一
豎

釁
尋

吁
取
れ
る
ぶ

つ
に

な
v
l
y

。

請
求
先
は
、
鮭

葆

陝
業
務
セ
ン

タ
ー
?

ミ
4
)
3
1
3
1

と
な
り
ま
す
。

平
成
6
年
1
2月
か
ら

教
育
資
金
貸
付
制
度
が

創
設
さ
れ
ま
し
た

年
金
積
立
金
の
運
用
と
し
て
、
今

回
の
改
正
で

新
た
に
国
民

年
金
、
厚

生
年
金
の

徠
保
険
者
に
対
し
て
、
高

校
、
大
学
等
の
入

学
金
等
に
佩
わ
る

賢
付
業
務
も
行

う
ぷ
つ
に
な
り
F

レ

た
。

対

象
―
国
民
年
金
、
厚
生
年

金
の
被

保
険
者
朋
間

が
1
0
年
以

上

の

、
過
去
2

年
間
す
べ
て
の
保
険
料

を
肭
め
て
い
る
万
で
、家
族
が
高
校
、

大
学
、
専
絛
学
校

、
予
龠

校
、
各
種

学
校
に
入

学
、ま
た
は
在
学
中
の
方
g

た
爬

し
、
年
収
千
Ⅲ
万
円
(

事
業
所

得
喟
万
円
)

以
内
の
方
に
限
n
韋

歹

使
途
―
入
学
串
備
費
用
、
授
業
料
、

下

宿
代
、
受
験
料
、
在
宇
中
の
国
民

年
金
保

険
料

限
度
額
―
学
隻
―
人

あ
た
り
、
田
民
年
金
は
闃
万
円
、
厚

生
年
金
は
瞋
万
円

貸
付
利
率
―
平

虞
6
年
1
2
月
1

日
現
在
、
年
利
U
%
　
(

た
″
じ

、
金
融
憐
勞
に
よ
ひ
変
更

が
あ
2

ヂ
)

返
済
期
間
1
8

年

以
内

申
込
先
―
(
財
)

甓

罫

陝

福
誂
置

酋
(
―
)
A
I

(財
)
全
国
扛
蕀
保
険
共
済
会

a
(
3
1
)
2
0
1
6

(財
)
関
東
年
金
福
祉
協
会

a
(
～
I
)
2
8
4
1

(
財
)
年
金
庄
宅
篶
祉
s
会

登
(
a
l
)
1
-
7
1

(財
)
年
金
庄
宅
ロ
ー
ン
耶
会

魯
(
3
5
0
2
)
8
2
8
1

(財
)
日
本
船
員
住
宅
協
<
R

(
5
4
a
)
0
8
5
5

く
わ
し
く
は
、
年
金
福
祉
事
業
団
へ

〒
川
千
代
田
区
霞
ヶ
闘
1
1
4
1
1

日
土
地
ビ
ル

魯
(
3
8
2
)
2
4
8
L

㈹

国民年金についての
お問い合わせは…

中央本町庁舎・国民年金課へ

● 推進係 　3880- 5061
● 適用係 　3880- 5151
● 保険料係 　3880- 5161
● 給付係 　3880- 5165
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くらしの情報

千住本庁舎へのお問い合わせは……

3882- 1111㈹
千住本庁舎以外へのお問い合わせは

それぞれの電話番号へ。

福

祉

福
祉
事
務
所
の
ご
案
内

福
祉
事
務
所
で
は
、
各
種
の
相
談
や

給
付
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
生
活
に
お
困
り
の
方

病
気
で
働
け
な
く
な
り
収
入
が
減

り
、
生
活
費
や
医
療
費
な
ど
で
お
困
り

の
方
に
、
生
活
保
護
の
制
度
が
あ
り
ま

す
。

□
高
齢
者
の
方

在
宅
で
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
に
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を
派
遣
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
6
5歳
以
上
の
寝
た
き
り
ま

た
は
ひ
ご
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
に
、
特

殊
寝
台
や
電
磁
調
理
器
な
ど
の
日
常
生

活
用
具
の
給
付
・
貸
与
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
寝
た
き
り
な
ど
で
常
に
介
護
を

必
要
と
し
同
時
に
在
宅
で
の
生
活
が
困

難
な
高
齢
者
に
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
入
所
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
身
体
に
障
害
の
あ
る
方

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
、
補
装
具
、

更
生
医
療
、
日
常
生
活
用
具
や
住
宅
設

儔
改
善
費
の
給
付
、
ま
た
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
派
遣
な
ど
の
事
業
や
相
談
を
行

っ
て
い
ま
す
。聴
覚
障
害
の
方
に
は
、

毎
月
第
4
木
曜
日
(
祝
日
の
場
合
は
翌

日
)
、午
後
1
時
～
4
時
に
手
話
通
訳
者

が
相
談
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

□
知
的
障
害
者
(
児
)
の
方

愛
の
手
帳
の
交
付
、
知
的
障
害
者

(児
)
の
援
護
施
設
へ
の
入
所
な
ど
の

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

□
母
子
家
庭
の
方

2
0歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
い
る
母
子

冢
庭
の
方
に
、
児
童
の
修
学
資
金
や
就

職
支
度
金
な
ど
の
貸
付
、
ま
た
母
子
寮

へ
の
入
所
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
指
定
の
国
民
宿
舎
な
ど
を

年
2
泊
、
無
料
ま
た
は
低
額
な
料
金
で

提
供
す
る
、
ひ
と
り
親
冢
庭
休
養
ホ
ー

ム
の
制
度
な
ど
か
あ
り
ま
す
。

□
女
性
の
方

夫
婦
や
男
女
の
問
題
、
深
刻
な
状
況

で
緊
急
に
保
護
を
求
め
る
な
ど
、
様
々

な
問
題
を
抱
え
て
困
っ
て
い
る
女
性
を

対
象
に
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

□
家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の
方

▽
家
庭
相
談
…
家
庭
相
談
員
が
家
庭

内
の
い
ろ
い
ろ
な
問
題
に
つ
い
て
相
談

を
受
け
て
い
ま
す

▽
児
童
相
談
・
:児

童
福
祉
司
が
、
子
ど
も
の
養
育
費
や
障

害
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
相
談
を
受
け

て
い
ま
す

日
時
=
毎
週
月
・
木
曜
日

(中
部
福
祉
事
務
所
は
木
曜
日
の
み
)
、

午
前
9
時
～
正
午

□
出
産
費
用
に
お
困
り
の
方

保
健
衛
生
上
、
産
院
な
ど
の
助
産
施

設
に
入
院
す
る
必
要
が
あ
り
な
が
ら
、

経
済
的
事
情
で
入
院
で
き
な
い
妊
婦
の

方
に
、
入
院
助
産
の
制
度
が
あ
り
ま
す

(前
年
の
所
得
税
が
1
万
6
千
崩
円
以

下
の
世
帯
)
。

申
・
問
先
=
管
轄
の
各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

表1　 福祉事務所一覧

該
当
す
る
方
は
申
請
を

児
童
育
成
手
当

(
育
成
手
当
・
障
害
手
当
)

□
児
童
育
成
手
当
(
月
額
1
万
2
千
5
0
0

円
)
　
対
象
=
1
8歳
未
満
の
児
童
(
1
8

歳
に
達
し
た
日
の
属
す
る
年
度
の
末
日

以
前
)
で
次
の
い
ず
れ
か
の
状
態
に
あ

る
児
童
・
:父
母
が
離
婚
/
父
ま
た
は
母

が
死
亡
、
生
死
不
明
/
父
ま
た
は
母
に
1

年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
/
父
ま
た

は
母
が
法
令
に
よ
り
1
年
以
上
拘
禁
さ

れ
て
い
る
/
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま

れ
、
父
か
ら
認
知
さ
れ
て
い
な
い
/
父

ま
た
は
母
が
重
度
の
障
害
が
あ
る
(
身

体
障
害
者
手
帳
1
・
2
級
程
度
)

□
障
害
手
当
(
月
額
1
万
4
千
5
0
0
円
)

対
象
=
2
0
歳
未
満
で
心
身
に
障
害
が
あ

り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

・
:
精
神
薄
弱
で
「
愛
の
手
帳
」
I
～
3

度
/
身
体
障
害
で
「
身
体
障
害
者
手
帳
」

1
・
2
級
/
脳
性
麻
痺
ま

た
は
進
行
性
筋
萎
縮
症

※
い
ず
れ
も
、所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。ま
た
、状

況
に
よ
り
申
請
に
必
要
な

も
の
が
異
な
り
ま
す
の

で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

申
・
問
先
=
千
住
本
庁

舎
・
児
童
助
成
係

該
当
す
る
方
は
申
請
を

児
童
手
当
・
特
例
給
付

□
児
童
手
当

出
生
届
を
出
さ
れ
た
方
や
区
外
か
ら

転
入
し
た
方
な
ど
で
、
次
の
要
件
に
該

当
し
、
ま
だ
請
求
し
て
い
な
い
方
は
児

童
手
当
の
手
続
き
を
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

対
象
=
区
内
に
住
所
が
あ
り
3
歳
未
満

の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
。
※
所
得

制
限
が
あ
ひ
ま
す
。
な
お
、
公
務
員
の

方
は
勤
務
先
に
請
求
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

□
特
例
給
付

厚
生
年
金
や
私
立
学
校
共
済
な
ど
に

加
入
し
て
い
る
方
は
、
特
例
給
付
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
受
給
資
格
は
児
童
手

当
と
同
じ
で
す
。

―
―
―
い
ず
れ
も
―
―
―

手
当
月
額
=
1
8
歳
未
満
の
児
童
の
中

で
、
3
歳
未
満
の
児
童
が
、一
人
目
・
二

人
目
の
と
き
は
5
千
円
/
三
人
目
以
降

の
と
き
は
1
万
円
。
な
お
、
請
求
の
翌

月
分
か
ら
支
給
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

申
込
=
保
護
者
名
義
の
都
内
金
融
機
関

の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
を
除
く
)
・
年
金

手
帳
・
健
康
保
険
証
・
印
か
ん
(
ゴ
ム

印
は
不
可
)
を
窓
口
に
持
参

申
・
問

先
=
千
住
本
庁
舎
・
児
童
助
成
係

年

金

国
民
年
金
保
険
料

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

毎
月
翌
月
末
が
納
期
限
で
す
。
保
険

料
の
納
め
忘
れ
が
あ
り
ま
す
と
、将
来
、

年
金
が
減
額
さ
れ
た
り
、
受
け
ら
れ
な

く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。
保
険
料
の
納
付
に
は
、
口

座
振
替
が
便
利
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・

保
険
料
係

(
3
8
8
0
)
5
1
6
1

ね
ん
き
ん
出
張
相
談

日
程
等
=
表
2

内
容
=
国
民
年
金
の

し
く
み
や
手
続
き
、
保
険
料
の
支
払
方

法
な
ど

※
今
月
の
夜
間
相
談
は
、
興

本
セ
ン
タ
ー
で
行
い
ま
す

問
先
=
中

央
本
町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

表2　 ねんきん出張相談

6
0歳
説
明
会

日
時
=
2
月
1
4
・
1
5
日
、午
前
1
0
時
と

午
後
2
時
の
2
回
(
受
付
は
、開
始
3
0

分
前
か
ら
)
　
場
所
=
中
央
本
町
庁
舎

と
な
り
プ
レ
(
ブ
会
議
室
対
象
=
昭

和
1
0
年
3
月
2
日
～
4
月
1
日
生
ま
れ

の
方
(
対
象
者
に
は
別
に
通
知
)
　
内

容
=
年
金
制
度
の
し
く
み
と
受
給
手
続

き
の
説
明
お
よ
び
個
別
相
談
(
受
付
順
)

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
適
用
係

(
3
8
8
0
)
5
1
5
1

建
設
工
事
等
の

競
争
入
札
参
加
申
請
の
受
け
付
け

平
成
7

・
8

年
度
に

、
区
の
建
設

工
事
等
の
競
争
入
札
に
参
加
を
希
望

す
る
方
は

、
申
請
し
て

く
だ
さ
い

。

期
間
=
2
月
1
3
日
～
3
月
2
日
　

(
土
・
日
曜
を
除
く
)
、午
前
9
時
3
0

分
～
午
後
4
時
(
正
午
～
午
後
1
時

を
除
く
)
　
場
所
=
千
住
本
庁
舎
・
7

階
会
議
室

※
申
請
用
紙
は
東
京

都
財
務
局
所
定
用
紙
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
(
都
庁
第
2
本
庁
舎
1
階
・

東
京
都
弘
済
会
で
販
売
)
　
問
先
=

千
住
本
庁
舎
・
契
約
第
一
係

訂
正
と
お
わ
び
　
1
月
2
5日
号
8
面

に
掲
載
し
た
「
燃
え
な
い
建
物
に
建

て
替
え
る
と
助
成
金
が
受
け
ら
れ
ま

す
」の
不
燃
化
促
進
区
域
図
の
一
部
、

桜
土
手
通
ひ
地
区
の
区
域
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
。く
わ
し
く
は
、千
住
本

庁
舎
・
ま
ち
づ
く
り
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

(
3
8
8
2
)
1
I
I
I
㈹

ひ
ろ

ば

【
投
稿
規
程
】
サ
ー

ク
ル
情
報
、
催
し
物
な

ど
の
案
内
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
/
営
利
・
宗

教
・
政
治
目
的
の
も
の
、

会
費
が
月
額
4
千
円
を

超
え
る
も
の
、
投
稿
内
容
が
不
備
な
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
/
1

団
体
1
事
業
/
3
カ
月
間
再
掲
載
は
不
可
/
原
稿
は
手
短
か
に
ま
と

め
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
団
体
名
、
費
用
(
入
会
金
、
月
額
、

使
途
な
ど
)
を
明
記
し
て
、
郵
送
ま
た
は
持
参
/
採
否
は
連
絡
し
ま

せ
ん
/
掲
載
後
の
責
任
は
負
い
ま
せ
ん
/
サ
ー
ク
ル
募
集
は
先
着

順
/
催
し
物
の
締
め
切
り
は
、
発
行
日
―
ヵ
月
前

投
稿
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
広
報
課

〒
S
千
住
1
-
4
-
1
8

(
3
8
8
2
)
1
1
1
1

㈹

=
催
し
物
=

☆
熊
の
湯
ス
キ
ー
ス
ク
ー
ル
3

月
1
6

日
夜
～
1
9
日
夜
/

志
賀
高
原
・
熊

の
湯
ス
キ
ー
場
/
4
0
人
(
先
着
順
)
/

参
加
費
は
問
い
合
わ
せ
/

電
話
申
し

込
み
/

足
立
区
ス
キ
ー
協
会
・
堀
内

(
3
8
8
2
)
7
7
8
9

☆
第
3

回
「
足
立

子
ど
も
・
福
祉

フ
ォ
ー
ラ
ム

」2

月
2
5
日
(

土
)
、

午
後
1

時
～
5

時
/

女
性
総
合
セ
ン

タ
ー
/

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

、
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン

等
/
S

人
(

先
着
)
/

無

料
/

う
め
だ
・
あ
け
ぼ
の
学
園

(
3
8
4
8
)
1
1
9
0

☆
映
画
「さ
く
ら
」の
上
映
と
組
曲
　

「五
色
櫻
」の
合
唱
2
月
2
5
日
　

(
土
)
、西
部
区
民
ホ
ー
ル
・
:
午
後
2

時
～
(
映
画
の
み
)
/
2
月
2
6
日
　

(
日
)
、産
業
振
興
館
…
午
前
1
0
時

～
(
映
画
上
映
)
、午
後
1
時
3
0
分

～
(
組
曲
合
唱
)
、午
後
2
時
2
0
分
～

(
映
画
上
映
)
/

前
売
券
・
:
大
人
千

円
、
小
中
高
生
・
6
0歳
以
上
7
0
0円
(
当

日
各
3
0
0円
増
し
)
/

シ
ネ
ーフ
ィ
ー
ル

ド
・
あ
だ
ち

(
3
8
4
3
)
0
7
4
0

=
募
集
=

☆
将
棋
サ
ー
ク
ル
(

棋
興
会
)
　

毎

週
土
曜
日

、
午
後
7

時
～
9

時
3
0

分
/

興
本
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/

月
額
魴

円
/
ル

ー
ル
を
知
ら
な

い
方
、女
性
、

子
供
歓
迎
/
伊
東

(
3
8
8
9
)
0
8
6
2

☆
鹿
浜
ギ
タ
ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
毎

週
日
曜
日
、
午
後
3
時
～
5
時
/
鹿

浜
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
月
額
1
千
円
/

初
め
て
の
方
も
ど
う
ぞ
/
吉
川

(
3
8
9
7
)
8
0
5
0

☆
囲
碁
・
将
棋
同
好
会

毎
週
月
曜

日
、
午
後
6
時
3
0分
～
9
時
3
0分
/

東
伊
興
住
区
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
無

料
/
初
心
者
歓
迎
/
大
屋

(
3
8
5
5
)
0
9
1
0

☆
新
舞
踊
(
足
立
区
舞
踊
研
究
会
)

毎
月
第
4
金
曜
日
、午
後
1
時
3
0
分
～

4
時
/
青
年
セ
ン
タ
ー
ほ
か
/
入

会
金
千
5
0
0
円
、月
額
千
5
0
0
円
/
ご
な

た
で
も
参
加
可
/
西
島

(
3
8
8
2
)
4
1
4
8

☆
洋
裁
(
京
洋
会
)
　
第
2
・
4
金

曜
日
、
午
後
7
時
1
8
時
3
0分
/
エ

ル
ーソ
フ
ィ
ア
ほ
か
/
入
会
金
千
円
、

月
額
2
千
円
/
初
心
者
歓
迎
/
石
塚

(
3
8
4
0
)
6
9
8
6

☆
新
舞
踊
(
立
花
会
)
　
毎
週
木
曜

日
、午
後
1
時
～
3
時
/
入
会
金
2

千
円
、
月
額
4
千
円
/
初
心
者
歓

迎
/
林

(
3
8
9
8
)
4
0
2
8
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国

保

保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

国
民
健
康
保
険
料
の
納
期
限
は
毎
月

末
日
で
す
。
必
ず
納
期
限
ま
で
に
納
め

て
く
だ
さ
い
。
特
別
な
理
由
も
な
ぐ
納

め
な
い
で
い
る
と
、
税
金
な
ど
と
同
じ

ぷ
つ
に
財
産
の
差
押
処
分
を
受
け
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
災
害
や
軻
気
・
倒
産

な
ど
の
事
情
に
よ
っ
て
保
険
料
の
納
付

が
遅
れ
て
い
る
方
は
、
納
付
方
法
に
つ

い
て
、
い
つ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
滞
納
整
理
第

一
・
二
係
　
(
3
8
8
0
)
5
1
4
1

4
月
1
日
か
ら
新
し
く
な
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
証
・

特
定
疾
病
療
養
受
療
証

□
国
民
健
康
保
険
証

現
在
、
お
持
ち
に
な
っ
て
い
る
「
国

民
健
康
保
険
証
」
は
、
3
月
3
1
日
で
有

効
期
限
切
れ
と
な
り
、
使
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
4
月
1
日
か
ら
使
用
で
き

る
新
し
い
国
民
健
康
保
険
証
は
。
3
月

下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。
た
だ
し
、
長
期

間
な
ん
の
連
絡
も
な
く
保
険
料
の
納
付

が
な
い
な
ど
、
資
格
の
確
認
が
必
要
な

世
帯
に
は
、
国
民
健
康
保
険
課
の
窓
口

で
確
認
後
、
直
接
お
渡
し
す
る
場
合
も

あ
り
ま
す
。
(
学
)
(
学
生
用
)
・
(
遠
)
(
遠
隔

地
用
)
の
保
険
証
は
自
動
的
に
更
新
(
郵

送
)
し
ま
せ
ん
の
で
、
該
当
世
帯
に
お

送
り
し
て
い
る
申
請
書
を
2
月
2
8日
ま

で
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

新
し
い
保
険
証
=

一
般
被
保
険
者
証
・
:水

色
/
退
職
被
保
険
者
証
…

濃
い
は
だ
色
(
サ
ー
モ
ン

ピ
ン
ク
)

▽
表
札
、
住
所
を
お
確
か

め
く
だ
さ
い

保
険
証
は
住
民
登
録
・

外
国
人
登
録
の
住
所
に
お

送
ひ
し
ま
す
。
登
録
住
所

以
外
に
は
郵
送
せ
ず
、
転

送
も
し
ま
せ
ん
。
転
居
さ

れ
た
方
は
。
お
早
め
に
区

民
事
務
所
・
外
国
人
登
録

係
に
住
所
変
更
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
表
札
が
出
て
い
な
い
と
保

険
証
は
届
か
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

誤
配
を
防
ぐ
た
め
に
も
表
示
を
お
願
い

し
ま
す
。
問
先
=
中
央
本
町
庁
舎
・
資

格
賦
課
係
　
(
3
8
8
0
)
5
1
3
1

□
国
民
健
康
保
険
特
定
疾
病
療
養
受
療

証
人
口
透
析
な
ど
を
受
け
て
い
る
方
が

お
持
ち
の
「
国
民
健
康
保
険
特
定
疾
病

家
蛬
受
家
証
」
も
、4
月
1
日
か
ら
新

し
く
な
り
ま
す
。
新
し
い
国
民
健
康
保

険
証
と
は
別
に
郵
送
し
ホ
す
。
問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
保
険
給
付
係

(
3
8
8
0
)
5
1
2
1

募

集

国
民
年
金
推
進
員

国
民
年
金
推
進
員
と
は
、
年
金
加
入

者
の
お
宅
を
訪
問
し
て
保
険
料
の
収
納

か
ほ
じ
め
各
種
届
書
の
受
付
な
ど
年
金

相
談
を
行
う
非
常
勤
職
員
で
す
。

応

募
資
格
=
区
内
在
住
の
3
0歳
位
か
ら
6
3

歳
位
ま
で
の
方

勤
務
条
件
=
―
ヵ
月

に
1
8日
間
動
務

募
集
人
員
=
数
人

採
用
予
定
=
平
成
7
年
5
月
1
日
か
ら

勤
務

給
与
=
基
本
給
(
日
額
4
千
瞋

円
)
+

能
率
給
、平
均
月
給
1
7万
円
前
後

(
平
成
6

年
度
実
績
)

応
募
方
法
=

自
筆
履
歴
書
お
よ
び
作
文

「
健
康
に
つ

い
て

」(
8
0
0
字
程
度
)
を
国
民
年
金
課
(
中

央
本
町
庁
舎
2

階
)

ま
で
ご
持
参
く
だ

さ
い

。
書
類
審
査
の
の
ち
面
接
を
行
い

ま
す

。

申
込
期
限
=
2

月
2
0
日

申
・
問
先
=

中
央
本
町
庁
舎
・
推
進
係

(
3
8
8
0
)
5
0
6
1

老
人
保
健
レ
セ
プ
ト
点
検

非
常
勤
職
員

老
人
保
健
の
レ
セ
プ
ト
点
検
を
行
う

非
常
勤
職
員
を
募
集
し
ま
す
。対
象

=
医
療
事
務
職
技
能
認
定
資
格
取
得

後
、医
療
事
務
の
実
務
経
験
が
1
年
以

上
あ
る
方
/
健
康
で
お
お
む
ね
2
5
歳
以

上
5
5
歳
未
満
の
方
雇
用
期
間
=
4
月

1
日
～
平
成
8
年
3
月
3
1
日
(
週
4
日

動
務
)

報
酬
等
=
月
額
1
7万
7
千
円

(平
成
6
年
度
実
績
)
/
有
休
あ
り
/

交
通
費
支
給
(
限
度
額
あ
り
)
選
考

方
法
=
書
類
選
考
お
よ
び
面
接
募
集

人
数
=
1
人
申
込
=
履
歴
書
(
市
販

の
横
書
の
も
の
に
自
筆
、写
真
添
付
)
、

資
格
取
得
証
明
書
の
写
し
を
持
参
申

込
期
間
=
2
月
1
3
日
～
2
4
日
、午
前
9

時
～
午
後
5
時
(
土
・
日
・
休
日
を
除

く
)

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
高

齢
者
医
療
係

生

活

環

境

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

表
3
の
地
域
の
水
洗
化
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。
こ
の
地
域
に
お
住
ま
い
の

方
は
、3
年
以
内
に
水
洗
化
工
事
を
し

て
く
だ
さ
い
。

問
先
=
下
水
道
局
小

菅
分
室
　
(
5
6
8
0
)
6
3
3
1

※
水
洗
化
工
事
の
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

が
あ
り
ま
す
。

問
先
=
中
央
本
町
庁

舎
・
助
成
係

(
3
8
8
0
)
5
2
0
8

表3　 水洗化可能地域

教

育

就
学
届
の
提
出
を

4
月
か
ら
区
立
小
・
中
学
校
に
新
入

学
す
る
児
童
、生
徒
の
保
護
者
の
方
は
、

就
学
通
知
書
が
届
き
ま
し
た
ら
、
就
学

通
知
書
の
裏
面
の
「
就
学
届
」
を
、
入

学
す
る
学
校
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い

。

小
学
校
入
学
用
の
就
学
通
知
書
は
、1

月
中
旬
に
保
護
者
あ
て
郵
送
し
て
あ

り
ま
す
。

中
学
校
新
入
学
用
の
就
学

通
知
書
は
、1
月
下
旬
に
在
籍
小
学
校

か
ら
、
お
子
さ
ん
を
通
じ
て
お
渡
し
し

ま
し
た
。

な
お
、
区
立
小
・
中
学
校

に
入
学
を
希
望
す
る
外
国
人
で
、
ま
だ

入
学
申
請
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方

は
。
お
子
さ
ん
の
外
国
人
登
録
証
明
書

(手
帳
)
を
持
参
し
、
申
請
し
て
ぐ
だ

さ
い

。

問
先
=
千
住
本
庁
舎
・
学
事

第
一
係

あ
っ
せ
ん
し
て
い
ま
す

私
立
高
校
等
入
学
資
金
融
資

お
子
さ
ん
の
私
立
高
校
・
高
等
専
門

学
校
等
の
入
学
資
金
に
お
困
り
の
方
へ

融
資
の
あ
っ
せ
ん
を
し
て
い
ま
す
。

期
限
=
2
月
2
8日

※
申
込
か
ら
融
資

ま
で
約
1
0日
間
か
か
り
ま
す
。
志
望
校

が
決
ま
り
ま
し
た
ら
早
め
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
す
で
に
入
学
金
等
を
納

入
済
み
の
場
合
融
資
出
来
ま
せ
ん
。
対

象
=
私
立
の
高
校
・
高
等
専
門
学
校
ま

た
は
大
学
入
学
資
格
を
得
ら
れ
る
私
立

の
専
修
学
校
高
等
課
程
進
学
予
定
者
と

同
居
し
て
い
る
保
護
者
/
足
立
区
内
に

引
き
続
き
1
年
以
上
住
所
が
あ
ひ
住
民

税
を
濳
納
し
て
い
な
い
方
/
平
成
5
年

中
の
年
収
が
次
の
限
度
額
以
下
の
方

給
与
所
得
者
…
支
払
給
与
総
額
1
千
万

円
以
下

事
業
所
得
者
・・・総
所
得
金
額

等
8
0
0
万
円
以
下

※
前
記
条
件
に
あ
て

は
ま
る
場
合
で
も
、
取
り
扱
い
金
融
機

関
貸
付
基
準
に
よ
り
融
資
を
受
け
ら
れ

な
い
時
も
あ
ひ
ま
す
。

融
資
金
額
=
1
0

万
円
～
5
0万
円
(
1
万
円
単
位
)

融
資
対
象
=
志
望
校
入
学
手
続
き
時
の

最
低
納
付
額
(
授
業
料
・
寄
付
金
は
対

象
外
)
お
よ
び
制
服
代
・
教
科
書
代
(
1
0

万
円
・
2
万
円
の
定
額
算
定
)

融
資

利
率
=
年
3
%

返
済
=
融
資
を
受
け

た
日
の
翌
月
か
ら
3
年
以
内
(
元
金
均

等
月
賦
償
還
)

取
扱
金
融
機
関
=
足

立
信
用
金
庫
、
足
立
農
業
協
同
組
合
の

本
・
支
店
、
足
立
区
内
の
成
和
信
用
金

庶

保
証
=
金
融
機
関
所
定
の
保
証
を

受
け
て
い
た
だ
き
ま
す
。
(保
証
料
は
区

で
負
担
)

申
・
問
先
=
千
住
本
庁
舎
・

学
務
第
二
課
振
興
係

教
育
研
究
所
の
臨
時
休
館

高
圧
配
線
取
ひ
替
え
工
事
に
よ
る

停
電
の
た
め
、
2
月
H
日
(
祝
)
・
1
2

日
(
日
)
お
よ
び
2
5
日
(
土
)
・
2
6
日

(日
)
は
臨
時
休
館
し
ま
す
。
問
先
=

教
育
研
究
所

(
3
8
5
0
)
8
8
0
1

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
を
な
く
す
運
動
…
(
5
)

時
代
が
江
戸
か
ら
明
治
に
な
り
、

版
籍
奉
還
を
経
て
、
よ
う
や
く
統
一

し
た
国
家
体
制
が
整
え
ら
れ
ま
し

た
。明

治
政
府
は
近
代
国
家
を
目
指
し

て
、
富
国
強
兵
、
殖
産
興
業
を
ス
ロ

ー
ガ
ン
に
、
社
会
の
近
代
化
に
乗
り

出
し
ま
し
た
。

同
和
地
区
の
人
び
と
の
解
放
を
目

指
す
運
動
は
、
明
治
維
新
に
多
く
の

影
響
を
あ
た
え
ま
し
た
。す
な
わ
ち
、1
8
7
1

年
(
明
治
4
年
)
8
月
に

賎
称
を
廃
止
し
。
身
分
。
職
業
と
も

平
民
同
様
と
す
る
と
い
う
太
政
官
布

告
、
い
わ
ゆ
る
解
放
令
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

こ
の
解
放
令
は
。
資
本
主
義
を
育

て
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
て
ま
し
た

が
、
同
和
地
区
の
人
び
と
の
運
動
に

よ
る
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
か
っ
た
の

で
す
。

こ
れ
に
よ
っ
て
同
和
地
区
の
人
ぴ

と
は
。
い
ち
お
う
制
度
上
の
身
分
差

別
か
ら
解
放
さ
れ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
も
っ
と
も
望
ま
れ
て
い

た
経
済
的
な
対
策
な
ど
は
な
く
、
同

和
地
区
の
人
ぴ
と
の
真
の
解
放
を
保

障
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で

す
。

◎
同
和
問
題
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

は
、
千
住
本
庁
舎
・
同
和
対
策
担
当

へ

農
業
委
員
会

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
毎
年
、
農

業
委
員
会
委
員
選
挙
の
選
挙
人
名
簿

を
調
製
し
て
い
ま
す
。
こ
の
選
挙
人

名
簿
を
選
挙
人
に
対
し
次
の
と
お
り

縦
覧
し
ま
す
。

期
間
=
2
月
2
3日

～
3
月
9
日

場
所
=
千
住
本
庁

舎
・
選
挙
管
理
委
員
会

問
先
=
千

住
本
庁
舎
・
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局

選挙豆知識

政治家等の

寄付は禁止です

政
治
家
等
が
、
選
挙
区
内
の
者
に

対
し
て
入
学
祝
・
卒
業
祝
・
就
職
祝
・

出
産
祝
な
ど
の
贈
り
物
牽
す
る
こ
と

は
寄
付
と
し
て
禁
止
さ
れ
て
お
り
、

違
反
す
る
と
処
罰
さ
れ
ま
す
。
有
権

者
が
こ
れ
ら
を
求
め
る
こ
と
も
禁
止

さ
れ
、
政
治
家
等
に
強
要
す
る
と
処

罰
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
町
内
会
の
野

球
大
会
や
サ
ッ
カ
ー
大
会
な
ど
に
際

し
て
、
優
勝
カ
ッ
プ
や
記
念
品
を
贈

る
こ
と
(
持
ち
回
り
の
た
め
の
貸
与

を
含
む
)
も
罰
則
付
き
で
禁
止
さ
れ

て
い
ま
す
。「
贈
ら
な
い
・
受
け
と
ら

な
い
・
求
め
な
い
」
ル
ー
ル
を
守
っ

て
、
明
る
い
選
挙
を
推
進
し
ま
し
ょ

う
。

《
選
挙
管
理
委
員
会
》
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リ
サ
イ
ク
ル
型
社
会
を
目
指
し
て

「
生
活
用
品
交
換
情
報
」を

ご
活
用
く
だ
さ
い

消
費
者
セ
ン
タ
ー
で
は
、
区
民
の
皆

さ
ん
へ
「
生
活
用
品
交
換
情
報
」
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
利
用
で
き
る
方
=
区

内
在
住
・
在
勤
の
方

登
録
方
法
=
所

定
の
(
ガ
キ
に
記
入
し
切
手
を
は
り
、

消
費
者
セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
(
所
定
の
(

ガ
キ
は
消
費
者
セ
ン
タ
ー
、
各
区
民
事

務
所
の
窓
口
に
あ
り
ま
す
)
　
登
録
期

間
=
登
録
日
か
ら
3
カ
月
間

登
録
で

き
な
い
品
物
=
動
植
物
、
医
薬
品
、
貴

金
属
、
食
料
品
、
バ
イ
ク
・
自
動
車
類
、

専
売
品
、1
0万
円
以
上
の
物

登
録
さ
れ
た
情
報
は
、
消
費
者
セ
ン

タ
ー
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、
2

月
2
5日
か
ら
は
、
お
近
く
の
区
の
施

設
等
に
設
置
し
て
あ
る
「
あ
い
ネ
ッ
ト
2
1

」
で
も
情
報
を
見
る
こ
と
が
で
き
、

ま
す
ま
す
便
利
に
な
り
ま
す
。

間
先
=
消
費
者
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

募
集
し
ま
す
　
ビ
デ
オ
モ
ニ
タ
ー

区
政
の
動
き
や
皆
さ
ん
の
身
近
な
話

題
を
ビ
デ
オ
で
紹
介
す
る
「
ル
ッ
ク
i
n

あ
だ
ち

」・
「
N
E
W
S

ス
ケ
ッ
チ
あ
だ

ち

」
。
区
で
は

、こ
れ
ら
の
ビ
デ
オ
を
制

作
し

、
区
の
施
設
、
金
融
機
関

、
ス
ー

パ

ー
な
ど
3
0
0カ
所
で
放
映
し
て
い
ま

す

。
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
取
り
入
れ
て

よ
ひ
魅
力
あ
る
広
報
ビ
デ
オ
に
す
る
た

め

、
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま

す
。

内

容
=

年
1
2
本
の
広
報
ビ
デ
オ
を
見
て

、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
回
答
(
ビ
デ
オ
は
郵
送
)

任
期
=
4

月
1

平
成
8

年
3

月

資
格
=

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
す
方
・・・
2
0

歳
以
上
/

区
内
に
引
き
続
き
6

ヵ

月
以

上
居
住
/

平
成
5

・
6

年
度
の
ビ
デ
オ

モ
ニ
タ
ー

、
区
政
モ
ニ
タ
ー
で
は
な
い

方

募
集
人
員
=
2
0
人
(

抽
選
)
　

謝

礼
=

記
念
品
を
送
付
し
ま
す

※
な

お

、
回
答
が
な
い
場
合
に
は

、
モ
ニ
タ

ー
を
取
り
消
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
ら
か
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情 報 コ ー ナ ー

青 年 セ ン タ ー の 催 し

□ 3 月 の子育てセミナ ー
「子ど もの権利条約」 つてど んな
もの?
日時=3月2・9・16日、いずれ
も木曜日( 全3回) 、午前10時～正
午　対 象= 幼 児 のい る お 母 さ ん
定員=20 人( 先 着順) 費用= 無料
申込= 電 話　 ※ お子さ んの保 育を
行い ます。お問い 合わせください
□ 青年 ボラ ンテ ィア講 座
「福祉と私・様々な出会いから」　
今、時代は物から心へと移ろう

としています。ライフワークとし
て福祉にたずさわってきた方々の
お話を聞きながら、私たち一人ひ
とりにとっての福祉とは何かを考
えます。　日時・内容・講師=　
2月28日…「体験的福祉論～障害
を持つ人達とのつきあいから考え
ること」沼田朗氏( 生活ホーム主
宰) 　3月7日…「いっしょに仕
事場をつくろう」谷口奈保子氏( ぱ
れっとを支える会代表) 　3月
14日…「噴水の傍らで～福祉の芸

術化」・原慶子氏( 社会福祉法人
「新生会」老人ホーム常務理事) 、
いずれも火曜日、午後7時～9時
( 3月14日のみ午後6時30分～8
時30分) 場所= 青年センター( 3
月14 日は総合ボランテ ィアセンタ
ー) 定員=30 人　 費用= 無料
□ 青年の青年によるみんなのため
の祭「木」～つながっていこう～　
音楽・演劇・料理et c. 。青年たち

が。日ごろの活励の成果を発表し
ます。どなたでもお気軽にお越し
ください。日時=2月19日( 日) 、
午前10時～午後5時30分　費用=
無 料( 一部実費 が必要) 申 込= 当
日直接 会場へ
□ ザ・占 い　あなたは信 じる? 信
じ ない?
「占い」の入門講座です。　日

時=2月24日、3月3・10・17日、
午後7時～9時( いずれも金曜日、
全4 回) 対 象= 青 年 男 女 定
員=30 人　 費用= 無料　申 込= 電
話

□ 「都合のいい夫婦　 夫婦ご っこ
で十分」
日時・内容=　2月22日…「結婚
ウソ・ポンド?　年齢・費用・世
間体」　3月1日…「名前が大
変身　やりたくないけど、ちょっ
とむずかしい」　3月8日…「お
いしい同居」　3月15日…「ワイ
ンとチーズと紅茶とケーキの夕
ぺ」、いずれも水曜日、午後7時～
9 時 講師= 西沢江美了氏( フ

リ ージ ャーナリ スト) 対 象= 結
婚に 関心 の あ る 方　 定員=30 人
費用=500 円( お 茶 代) 申 込= 電
話
□ 「あ なたは子どもからのSOS
をキ ャッチで きますか? 『いじめ』
を考え る」
日時=2月17・24日、3月3日、
いずれも金摺日( 全3回) 、午後7
時～9時講師=石川二郎氏( 東
京 総 合教 育 セン タ ー所 長) 定
員=30 人　費 用= 無料　申込= 電
話　 ※ 関心のあ る方ならどなた で
も番加でき ます
―――いずれも―――
壜・申 ・問先= 青年センター
3890 ―0061

千住あそびまつり
日時=2月19日( 日) 、正午～3時
場所= 千住 公園( 雨天の場合 は千
住児童館内で 行います) 　 内 容=
千住の遊びを まとめた「あ そび集」
をもとに、 昔の遊び、今の遊 びを
三世代で楽し みます。また、 ジ ャ
ンボ紙ずもう 大会も予定してい ま
す。 費 用= 無料　申込= 当 日直
接会場へ　 ※ なお 、「あそ び集」は、
わずかに残 部があります。ご希望
の方はお問 い合わせください
問先=千住児童館・老人館
3882- 2765

小学校心身障害学級の
連合学習発表会

知的にハンディのある児童( 精
神薄弱児) たちが、日ごろの学習
の成果を被露します。楽しい劇や
歌、工作や絵などの発表もありま
す。ぜひ、ご覧ください。日時=
2月17日( 金) 、午前9時～午後1
時 場 所= 竹 の 塚 セ ン タ ー　問
先= 千住 本庁舎 ・学事第二係
3882- 1111 ㈹

あだちリバーウォッチング

日時=3月14日( 火) 、午前10時～
午後2時30分　場所=千住曙町船
着場～岩淵( ぶち) 水門～千住新橋～
東京港～千住( 水上バス利用)

対 象= 観光協会 会員お よび区内在
住 の 方　定 員=120 人 程度( 抽 選)
費 用=　 観 光 協会 会員 … 1, 500 円
会員 外… 2, 000 円( い ずれも 昼食

付き、当日現 地で支払い) 申 込=
往復 ハガ キに希望者全 貝の住所、
氏名、 年齢、電話番 号、会員・会
員外 の別、「リバ ーウ オッチン グ希
望」と 明記( ハガ キ1 枚で3 人ま
で申し 込み可。返信 ハガ キの表に

も住所、氏名を必ず記入してくだ
さい) ※ 重 複申し込みは無効
期限=2 月20日消印有効　申・問
先= 観光協会リバーウオッチング
担当( 中央本町庁舎・産業振興課
内) 〒120中央本町1- 17- 1
3880- 5191
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人権研修会　講演と映画の集い

人間らしく生きるために
～私たちの暮らしと人権～

あ ふれる 「物」 に囲まれ、経済
的 な 豊 かさ を 享受 する 今 日の 日
本。多 くの人 々は 、差別や他人の
人 権とい ったこ とをほとんど意識
することなく過ごし ています。し
かし 、現実にはた くさんの矛盾や
不合理が存在し ています。今 回は 、

講演と映画を通して、現代日本の
かかえる様々な人権問題( 同和問
題等) について皆さんと→暗に考
えます。　日時=2月22日( 水) 、
午後2時～4時30分　場所=竹の
塚 センタ ー　内容= 講演 「私たち
の暮らし と人権」、映画「父の一 番
長い日」 購師= 最首悟氏( 津田塾
大 学講 師) 対象= 社 会 教育の リ
ーダ ーお よび関心のあ る方ならど
な たでも　 問先= 千 住本庁舎・生
醢教育推進課　　3882 ―1111㈹

あだち' 95女性ふぉ～らむ
いきい きと 働き 続ける ため に

「介護・看 護と 向 かい 合いな がら」

介護の必要性がますます高まっ
てきている今日、女性がいきいき
働き続けるために、介護・看護に
ついて考えてみませんか( 第2部
のみの参加はできません) 。　日
時=3月4日( 土) 、午後1時30分～
6 時　 場所= 女性総合センタ ー

対象= 区内在住・在動 ・在 学の方
内容= 右 表　定 員=200 人( 先 着
順) 費用= 無料　申込= 電 話。FAX

またはパンフレ ット( 女性
総合センターにあり ます) に添 え
てあ るハガキを郵送 期限=2 月23
日　 ※ 講演とシンポジウ ムのと

きの み2 歳以上学齢 前まで のお 子
さ んを 預かります( 先着順)
場・申 ・問先= 女性総 合センター

〒121梅田7- 33- 1
3880 ―5222　FAX3880 ―0133

※ NTT 足立支店レディスフォー
ラムでも受付します
3852―9150　FAX3852 ―9117

' 95女性ふぉーらむ

早春の香りをお届けします

春花展示会
日時=2月22日、午後1時～5
時/2月23　・　24日、午前9時～午

後5 時 場所= 中央本町 庁舍1 階
ロビ ー　内容= 区内 の花き 農家が
栽 培し た春の花を展示し ます。主
に 『区 の花』であ るチューリップ
が中心 です。なお、2 月22 日( 水) 、
午後1 時 から、先着100 人の方に切
り花を 配布し ます。　 問先= 中央
本町庁舎 ・農産係　3880 ―5118
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